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記
念
事
業
実
行
本
部
会
長

井
内
慶
次
郎（　

回
）

３２

（
日
本
視
聴
覚
教
育
協
会
会
長
）

「
創
立
百
年
史
」
の
序
文
で
、
曽
田
梅
太

郎
先
生
と
藤
居
平
一
先
輩
（　

回
）
の
事

２４

に
触
れ
た
の
で
、
記
念
式
典
の
前
日
帰
広

し
、
舟
入
の
藤
居
先
輩
の
お
宅
に
参
上
、

御
佛
前
に
百
周
年
の
お
祝
を
申
し
上
げ
た
。

百
年
史
三
巻
が
ち
ゃ
ん

・

・

・

と
お
供
え
し
て

あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
夜
、
豊
川
の
曽
田

和
之
兄（　

回
・
曽
田
先
生
の
ご
子
息
）の

３２

お
宅
に
電
話
。
そ
の
御
佛
前
に
も
百
年
史

が
お
供
え
し
て
あ
る
由
を
承
っ
た
。
何
か

ホ
ッ
ト
し
て
皆
さ
ん
の
御
冥
福
を
お
祈
り

し
た
。
ま
た
、
式
典
当
日
の
朝
、
皆
実
町

正
門
南
側
緑
地
の
慰
霊
碑
除
幕
式
及
び
慰

霊
祭
に
参
列
。
御
令
兄
と
御
令
弟
を
原
爆

で
失
っ
た
同
級
の
横
山
滋
兄
が
遺
族
代
表

で
、
一
緒
に
除
幕
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

熱
い
も
の
が
こ
み
上
げ
て
来
た
。

　

記
念
式
典
と
祝
賀
会
。
景
山
校
長
と
石

井
会
長
を
中
心
と
し
な
が
ら
、
教
職
員
、

生
徒
一
同
、
ア
カ
シ
ア
会
の
皆
さ
ん
、
受

付
担
当
か
ら
、
登
壇
者
、
音
楽
を
奏
す
る

者
、
歌
う
者
、
す
べ
て
の
者
が
同
じ
思
い

で
、
極
め
て
自
然
に
ス
マ
ー
ト
に
全
日
程

が
進
行
し
た
。
こ
れ
が
ア
カ
シ
ア
な
ん
だ

な
と
し
み
じ
み
実
感
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

　

参
加
し
た
者
全
員
は
勿
論
の
こ
と
、
藤

居
さ
ん
や
曽
田
君
の
御
遺
族
の
方
々
等
も

含
め
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
カ
シ
ア
に
寄
せ

る
熱
い
思
い
が
、
百
周
年
の
一
切
の
行
事

を
支
え
、
演
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

祝
賀
会
で
高
ら
か
に
校
歌
を
歌
い
、
ぶ

ら
り
と
会
場
を
出
て
、
厚
生
年
金
会
館
の

ク
ラ
ス
会
に
。
皆
肩
か
ら
力
を
抜
い
て
、

楽
し
く
一
刻
を
過
ご
し
、
来
年
以
降
、
幹

事
に
あ
ま
り
負
担
を
か
け
な
い
よ
う
に
や

ろ
う
と
定
め
て
散
会
。
私
の
百
周
年
は
終

わ
っ
た
。 

　

支
援
委
員
会
委
員
長（
東
京
ア
カ
シ
ア
）

山
口
信
夫（　

回
）

３３

（
日
本
商
工
会
議
所
会
頭
）

　

こ
の
度
の
百
周
年
記
念
式
典
に
出
席
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
改
め
て
我
が
母
校
の
伝

統
の
重
み
と
校
風
の
素
晴
ら
し
さ
を
認
識

し
ま
し
た
。
今
の
自
分
が
あ
る
の
は
、
一

番
多
感
で
大
事
な
青
春
期
を
受
け
入
れ
て

く
れ
た
附
属
中
学
校
の
お
蔭
だ
と
心
か
ら

感
じ
ま
し
た
。

　

実
は
式
典
当
日
、
私
が　

年
前
に
入
学

６８

し
、
５
年
間
学
ん
だ
当
時
の
校
舎
跡
（
千

田
町
）
に
立
ち
寄
り
、
そ
の
ま
ま
今
の
翠

町
の
校
舎
を
訪
ね
ま
し
た
。「
九
十
周
年

の
植
樹
祭
」
以
来　

年
ぶ
り
で
し
た
。
そ

１０

こ
で
井
内
先
輩
や
現
役
の
校
長
先
生
方
と

昔
話
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。
場
所
は
移

り
ま
し
た
が
、
旧
校
舎
で
昼
休
み
に
は

サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
み
、
放
課
後
は
篭
球
部

で
バ
ス
ケ
ッ
ト
に
打
ち
込
ん
だ
在
学
当
時

の
こ
と
が
走
馬
灯
の
よ
う
に
脳
裏
を
駆
け

巡
り
ま
し
た
。
ま
さ
に
「
よ
く
遊
び
、
よ

く
学
ぶ
」
の
言
葉
ど
お
り
の
日
々
で
し
た
。

　

式
典
で
は
在
校
生
の
皆
さ
ん
が
華
を
添

え
て
く
れ
ま
し
た
が
、
話
や
歌
を
聴
い
て

い
る
う
ち
に
気
持
ち
は
い
つ
し
か
学
生
時

代
に
戻
っ
て
い
ま
し
た
。
校
歌
斉
唱
で

我
々
は
「
を
の
こ
我
ら
、
楽
し
や
五
と
せ
」

と
歌
い
、
若
い
人
た
ち
は
「
わ
こ
う
ど
我

ら
、
楽
し
や
三
と
せ
を
」
と
歌
っ
て
い
ま

し
た
が
、
新
旧
が
渾
然
一
体
と
な
っ
て
と

て
も
好
ま
し
く
思
え
た
瞬
間
で
し
た
。
厳

か
な
中
に
も
若
々
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
伝

統
に
ふ
さ
わ
し
い
式
典
で
し
た
。

　

百
年
は
ひ
と
つ
の
節
目
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
良
き
伝
統
と
校
風
を
守
り
、
こ
れ
か

ら
続
く
後
輩
た
ち
に
伝
え
て
い
た
だ
き
、

い
つ
ま
で
も
私
た
ち
卒
業
生
の
心
の
拠
り

所
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
切
に
願
っ
て
お
り

ま
す
。
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母
校
創
立
百
周
年

　

記
念
式
典
に
出
席
し
て
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実
行
委
員
長　

大
方
幸
三（　

回
）

４６

　

四
月
十
六
日
、
記
念
す
べ
き
母
校
の
創

立
百
周
年
を
祝
う
式
典
が
、
多
く
の
ア
カ

シ
ア
会
会
員
並
び
に
生
徒
、
教
職
員
列
席

の
下
、
晴
れ
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

感
謝
・
喜
び
・
期
待
を
軸
に
、
ア
カ
シ

ア
の
心
を 
表
現 
す
時
が
始
ま
り
ま
し
た
。

あ
ら
わ

式
典
で
表
現
さ
れ
た
百
年
の
貴
重
な
校
史
、

伝
え
ら
れ
た
豊
富
な
伝
統
は
、
集
っ
た
総

て
の
人
の
心
に
改
め
て
母
校
の
誇
り
を
思

い
出
さ
せ
る
場
と
な
り
ま
し
た
。
続
く
祝

賀
会
に
お
い
て
総
て
の
ア
カ
シ
ア 
人 
が
満

び
と

面
に
笑
み
を
湛
え
、
過
ご
し
た
六
年
の
時

を
語
り
、
思
い
出
を
語
り
、
得
た
出
会
い

の
幸
せ
を
語
り
、
時
の
経
つ
の
も
忘
れ
て

喜
び
に
浸
る
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

並
行
し
て
開
か
れ
た
、
健
康
に
関
す
る

フ
ォ
ー
ラ
ム
も
会
場
い
っ
ぱ
い
に
市
民
の

皆
様
を
迎
え
、
ア
カ
シ
ア
の
感
謝
の
意
を

伝
え
る
場
と
し
て
そ
の
目
的
を
十
分
に
果

た
し
ま
し
た
。

　

前
日
十
五
日
の
夕
刻
、
瀬
戸
内
を
は
し

る
船
上
に
、
百
周
年
記
念
ア
カ
シ
ア
月
例

会
を
設
け
ま
し
た
。
多
く
の
参
加
者
を
迎

え
、
仲
マ
サ
コ
さ
ん
（　

回
）
の
美
し
い

４５

シ
ャ
ン
ソ
ン
の
歌
声
を
耳
に
、
瀬
戸
内
に

沈
む
夕
日
の
美
し
さ
を
満
喫
し
た
場
と
な

り
ま
し
た
。

　

ご
承
知
の
ご
と
く
、
今
年
一
年
を
母
校

創
立
百
周
年
を
祝
う
年
と
位
置
づ
け
、
こ

れ
か
ら
四
回
の
行
事
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。
ぜ
ひ
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
申
し
上

げ
て
お
り
ま
す
。 

　

ご
支
援
に
感
謝校

長　

景
山
三
平

　

四
月
十
六
日
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
百
周

年
記
念
式
典
に
は
、
井
内
慶
次
郎
日
本
視

聴
覚
教
育
協
会
会
長
、
山
口
信
夫
日
本
商

工
会
議
所
会
頭
を
は
じ
め
政
財
界
、
学
界

な
ど
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
多
く
の
ア
カ
シ

ア
会
会
員
の
皆
様
を
含
め
、
約
千
三
百
名

の
御
出
席
を
頂
き
ま
し
た
。
会
場
の
ス
ク

リ
ー
ン
で
は
開
校
当
時
の
校
舎
、
そ
し
て

原
爆
で
倒
壊
し
た
校
舎
の
写
真
を
は
じ
め
、

サ
ッ
カ
ー
班
の
全
国
優
勝
の
様
子
な
ど
を

映
し
出
し
、
一
世
紀
に
わ
た
る
附
属
の
足

跡
を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

高
等
学
校
生
徒
会
長
の
平
田
裕
美
子
さ

ん
が
「
良
き
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
附
属
ら

し
さ
を
発
揮
し
、
附
属
の
発
展
に
繋
げ
た

い
」
と
決
意
を
述
べ
式
典
を
終
了
致
し
ま

し
た
。
盛
大
に
か
つ
厳
粛
な
う
ち
に
挙
行

さ
れ
た
記
念
式
典
に
引
き
続
き
行
わ
れ
た

祝
賀
会
で
は
、
全
国
か
ら
ご
参
集
さ
れ
た

ア
カ
シ
ア
会
の
皆
様
が
ご
歓
談
さ
れ
、
往

時
を
な
つ
か
し
く
し
の
ば
れ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。

　

式
典
で
は
、
石
井
泰
行
会
長
か
ら
寄
付

金
の
贈
呈
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
浄
財
は
本
校
の
シ
ン
ボ
ル

で
あ
る
講
堂
の
設
備
充
実
に
充
て
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
が
、
空
調
設
備
に
関
し

て
は
、
六
月
二
十
日
竣
工
予
定
で
す
。
六

月
二
十
五
日
の
文
化
祭
、
ま
た
八
月
十
一

日
に
開
催
予
定
の
「
市
民
教
育
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
は
ク
ー
ラ
ー
の
き
い
た
快
適
な
会
場

で
開
催
で
き
そ
う
で
す
。
そ
の
後
、
映

像
・
音
響
設
備
等
も
順
次
工
事
に
取
り
か

か
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
浄
財

は
本
校
発
展
の
た
め
有
効
に
使
用
さ
せ
て

頂
き
ま
す
こ
と
を
申
し
添
え
て
、
御
礼
の

言
葉
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

　

御 
礼 
と 
報 
告

　
　
　
　
　

母
校
創
立
百
周
年

記
念
事
業
実
行
委
員
会

　

母
校
創
立
を
記
念
し
て
去
る
４
月　

〜
１５

　

日
に
か
け
て
の
三
日
間
は
幸
い
好
天
に

１７恵
ま
れ
、
充
実
し
た
内
容
で
事
業
を
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
参
加
い
た
だ
い

た
Ｏ
Ｂ
の
方
々
に
も
充
分
ご
満
足
い
た
だ

け
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ご
参
加

い
た
だ
い
た
方
の
人
数
は
下
記
の
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
記
念
誌
「
創
立
百
年
史
」
も
１
７

５
０
部
の
ほ
と
ん
ど
を
Ｂ
・
Ｃ
募
金
の

方
々
に
ご
購
入
頂
き
ま
し
た
。
三
巻
合
計

で
約
二
千
ペ
ー
ジ
の
大
作
で
す
が
、
各
年

代
や
テ
ー
マ
ご
と
に
詳
し
い
記
述
が
さ
れ

て
お
り
、
ぜ
ひ
通
読
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧

め
致
し
ま
す
。

　

募
金
に
お
い
て
は
、
全
体
に
お
い
て
も
、

各
種
別
に
お
い
て
も
、
大
き
く
目
標
を
上

回
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と

え
に
ア
カ
シ
ア
会
員
の
皆
様
の
母
校
に
対

す
る
愛
情
の
賜
物
と
、
実
行
委
員
会
一
同

改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
現
在
も
少

し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
募
金
の
入
金

が
あ
り
ま
す
の
で
、
当
分
の
間
募
金
口
座

を
閉
鎖
す
る
こ
と
な
く
、
定
期
的
に
入
金

状
況
を
把
握
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
ご
協
賛
い
た
だ
き
ま
し
た
法
人
広

告
は
、
す
べ
て
ご
入
金
を
確
認
し
た
こ
と

を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、
次
の
ペ
ー

ジ
で
ご
案
内
す
る
種
々
の
事
業
を
開
催
し

ま
す
。　

月
開
催
予
定
の
事
業
終
了
後
決

１０

算
を
行
い
、
来
年
１
月
発
行
予
定
の
特
集

号
に
て
決
算
報
告
を
し
ま
す
の
で
、
し
ば

ら
く
の
間
ご
猶
予
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　

最
後
に
募
金
並
び
に
各
種
事
業
へ
の
ご

参
加
に
実
行
委
員
会
一
同
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
今
後
展
開
す
る
行
事
に

も
同
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
お
礼
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

（
式
典
当
日
お
配
り
し
た
「
記
念
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
」
が
お
要
り
用
の
方
は
、
ア
カ
シ

ア
会
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。）

４
月
１
日
以
降
追
加
分（
敬
称
略
）

６
回
林　

森
蔵（
故
）

　

回
山
本
初
之
助（
故
）、
吉
田
武
夫

２３
　

回
宝
神　

裕　
　

回
土
谷
耕
介

３９

４０

　

回
長
岡
敏
夫
、
横
山
高
嶺

４１
　

回
藤
田
義
美
、
山
中
成
基

４３
　

回
田
村
米
美

４６
　

回
井
上
靖
彦
、
横
山
百
合
子

４７
　

回
藤
元　

薫
、
土
居
平
治
、
下
西
敏
彦
、

４９長
尾
隆
晴

　

回
田
中
嘉
文
、
安
本
典
夫
、
福
間
順
子

５２
　

回
佐
藤
博
明

５５
　

回
嶋
田
雅
曉
、
林　

み
ど
り

５６
　

回
横
地　

明

５７
　

回
桑
原
啓
一
、
河
野
照
茂
、
小
橋
清
二
、

５８石
渡
美
砂
子
、
二
井
澄
子
、
須
藤
と
み
ゑ

　

回
宮
地　

功
、
神
谷
裕
子

５９
　

回
武
田　

裕
、
永
井　

滋
、
三
村
政
昭

６０
　

回
尾
形
完
治
、
小
林
勲
勇
、
山
縣
和
典

６１
　

回
白
石
憲
子

６２
　

回
井
上
博
幸
、
本
永
貴
郎
、
小
川
秀
子

６３
　

回
畝
本
和
夫
、安
積
暁
美
、伊
藤
喜
与
子

６４
　

回
乗
越
秀
夫　
　

回
木
原　

稔

６５

６６

　

回
高
橋
博
美
、
新
居
田
達
雄
、
一
柳
み

６７ど
り
、
内
田
志
都
子

　

回
町
野
彰
彦
、
野
口
園
美

６８
　

回
石
田
和
史
、
岡
本
仁
志
、
本
永
浩
子
、

６９青
儀
健
二
郎
、
高
吉
哲
司

　

回
山
本　

薫

７０
　

回
森
川
幹
夫
、
工
藤
利
昭
、
土
谷
正
樹

７２
　

回
鈴
木
修
身
、
角
岡
博
子

７３
　

回
松
本　

幸
、
増
田
知
子
、
八
木
良
子

７４
　

回
梅
田
幸
子　
　

回
後
藤
佳
恵

７５

７６

　

回
野
村
恭
子
、
高
畑
好
秀

７７
　

回
中
村
光
条　
　

回
高
畑
年
伸

７８

８０

　

回
宮
内
善
浩
、
清
水
明
美

８１
　

回
谷
川　

稔
、
谷
川
美
穂

８２
　

回
増
田
幸
枝
、藤
本
み
ど
り
、安
川
明
香

８５
　

回
乙
重
康
雄
、
田
辺
陽
子

８６
　

回
北
村
貴
志

８８
　

回
中
川
真
由
美
、
武
田　

学

９０
　

回
川
真
田
健
一　
　

回
佐
伯
直
美

９１

９２

　

回
新
谷
枝
里
子

９３
　

回
武
田　

洋
、
河
下　

亮

９４そ
の
他
定
末
誠
治
、
室
長
大
應

各行事の参加人数�

百周年グッズ販売�（送料込み）�
１２００円�
１１００円�

�
１７００円�

①記念文鎮①記念文鎮�
②スクールソングＣＤ�
�
③ウィンドブレーカー）�

①記念文鎮�
②スクールソングＣＤ�
�
③ウィンドブレーカー�

募金の状況�

57,610,611円�
Ａ 学校寄付金�

20,840,000円�
Ｂ 行事参加費�

41,022,469円�
Ｃ 広告協賛金�

119,473,080円�【合計】�

（6月1日現在）�

※数に限りがありますのでお早めに。�
振込先 ： 郵０１３４０-９-８３１３６　�
　　　　「アカシア１００記念行事」�
希望の品と数（色も）を必ず明記のこと。�

４月１５日（金）�

４月１６日（土）�瀬戸内海クルーズ�

慰霊祭�
記念式典（会員のみ）�
祝賀会�
健康フォーラム�
オープンクラス会�

１９７人�

４月１７日（日）�

二大世界遺産ツアー�
ゴルフ�
ジュニアサッカー�
サッカーＯＢ対抗戦�

３２人�
９５人�
３２０人�
１２５人�

１００人�
５３５人�
８２０人�
５００人�
１００人�

白地、�
背文字の色は�
黄・橙・紺の�
３色です。�

Ｈ１２年収録�

フリーサイズ�フリーサイズ�

お要り用の方は、アカシア会までお問合せください�

  
募
金
へ
の
ご
協
力

     
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

  
創
立
百
周
年
記
念
事
業
が

　
　
　
　
　
　
　

始
ま
り
ま
し
た



『ア　カ　シ　ア』百　周　年　特　集　号　２ ０ ０ ５年７月１日第１０号発行（３） 『ア　カ　シ　ア』百　周　年　特　集　号
　
「
教
育
実
験
百
年
の
提
言
」

　
　
　
　
　

〜
こ
れ
か
ら
の
人
づ
く
り
〜

　

母
校
が
創
立
百
周
年
を
迎
え
た
と
い
う

こ
と
は
、
教
育
実
験
を
百
年
続
け
て
き
た

と
い
う
こ
と
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
成

果
は
ど
の
よ
う
な
人
材
を
社
会
に
送
り
出

し
た
か
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
す

が
、
体
験
者
が
今
後
の
教
育
に
対
し
何
ら

か
の
提
言
を
す
る
こ
と
も
、
教
育
実
験
の

成
果
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

現
在
各
分
野
で
幅
広
く
活
躍
し
て
い
る

同
窓
生
に
と
っ
て
、
母
校
で
学
ん
だ
こ
と

が
卒
業
後
の
人
生
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を

与
え
た
の
か
。
ま
た
、
社
会
人
と
し
て
、

多
く
の
経
験
の
中
か
ら
、
国
家
繁
栄
の
た

め
に
望
ま
れ
る
人
間
像
を
生
み
出
す
教
育

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
討
論
し
提
言
を
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
景
山
三
平
校
長
の
基

調
講
演
と
同
窓
生
が
熱
く
語
り
合
う

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
多
数
ご
参
加
下
さ
い
。

日
時：

平
成　

年
８
月　

日
�

１７

１１

　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
二
時
〜
四
時
半

会
場：

広
大
附
属
中
・
高
等
学
校
講
堂

基
調
講
演

　
　

景
山
三
平
先
生

広
大
附
属
中
・
高
等
学
校
校
長

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　

横
山
禎
徳
（　

回
）

５１

　
　
　
　

社
会
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ナ
ー

パ
ネ
ラ
ー

　
　

的
川
泰
宣
（　

回
）

５０

　
　
　
　

宇
宙
教
育
セ
ン
タ
ー
長

　
　

吉
田
敦
子
（　

回
）

５２

　
　
　
　

社
会
福
祉
士
・
東
京
大
学

　
　
　
　
　
　
　
　

大
学
院
客
員
研
究
員

　
　

本
田
和
哉
（　

回
）

６２

　
　
　
　

も
み
じ
銀
行
を
経
て

　
　
　
　
　

宮
島
工
業
高
等
学
校
校
長

　
　

他
１
名

聴
講
者：

　

名
４５０

　
　

母
校
生
徒（
中
学
３
年
生
）と
保
護
者
、

　
　

教
職
員
、ア
カ
シ
ア
会
員
、一
般
市
民

入
場
無
料
。
参
加
希
望
者
は
左
記
の
方
法

で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
順
に
受
け

付
け
ま
す
。（
７
月
末
日
ま
で
）

①
ア
カ
シ
ア　

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

１００

（http://w
w
w
.acacia100.net/

）

②
往
復
は
が
き
（
２
名
ま
で
可
）

〔
往
信
裏
面
〕
�
参
加
者
の
名
前

　
　

�
住
所　

�
電
話
番
号　

�
卒
業
回

　
　
（
ア
カ
シ
ア
会
員
の
み
）

〔
返
信
表
面
〕
�
郵
便
番
号　

�
住
所

　
　

�
代
表
者
の
名
前

以
上
を
明
記
の
上
、
左
記
ま
で

〔
宛
先
〕　　

〒７３４
-０００５

　
　

広
島
市
南
区
翠
一
�
一
�
一

　
　

広
大
附
高
ア
カ
シ
ア
会
館
内

「
ア
カ
シ
ア　

市
民
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
」係

１００

〜
管
弦
楽
と
合
唱
の
夕
べ
〜

　

毎
年
開
催
さ
れ
、
地
元
音
楽
愛
好
家
に

広
く
知
ら
れ
て
い
る
定
期
演
奏
会
も
、
回

を
重
ね
て　

回
目
を
迎
え
ま
す
。
創
立
百

２９

周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
位
置
づ
け
ら
れ

た
今
回
は
、
大
曲
を
そ
ろ
え
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
、
管
弦
楽
班
と
合
唱
班
の
生
徒
達
は
、

今
、
懸
命
に
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

数
多
く
の
Ｏ
Ｂ
の
協
力
も
得
て
、
記
念

行
事
に
ふ
さ
わ
し
く
、
よ
り
充
実
し
た
内

容
の
演
奏
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ア
カ
シ
ア
会
の
諸
先
輩
の
み
な
ら
ず
、

市
民
の
皆
様
を
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
一

人
で
も
多
く
の
方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

日
時：

平
成　

年
８
月　

日
�

１７

１３

午
後
五
時
半
開
演
予
定

会
場：

広
島
国
際
会
議
場

入
場
料：

無
料お 

知 
ら 
せ   

　
　

百
周
年
記
念
式
典
で
、
初
め
て
実

現
し
た
「
美
し
く
碧
き
ド
ナ
ウ
」
の

管
弦
楽
と
合
唱
の
合
同
演
奏
。
あ
の

感
激
を
定
期
演
奏
会
で
も
再
現
し
、

新
し
い
附
属
の
伝
統
を
創
造
す
る
こ

と
を
目
指
し
、
多
く
の
О
Ｂ
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
参
加
希
望

の
方
は
左
記
迄
ご
連
絡
下
さ
い
。
広

島
・
関
西
・
東
京
で
の
練
習
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

コ
ー
ル
・
ア
カ
シ
ア
事
務
局

　
　

猪
原
龍
吉

　

TEL&
FAX   ０８２

-９２３
-８３３２

E-m
ail 　

PEB
00743@

nifty.ne.jp  

　

母
校
創
立　

年
目
に
で
き
て
、
以
来
先

１１

輩
方
か
ら
歌
い
継
が
れ
て
き
た
愛
唱
歌

「
臨
海
の
歌
」
の
原
曲
は
、
グ
ル
ッ
ク
作

曲
の「
オ
ル
フ
ェ
オ
と
ユ
ー
リ
デ
ィ
チ
ェ
」

で
す
。

　

こ
の
オ
ペ
ラ
は
、
わ
が
国
で
は
じ
め
て

演
奏
さ
れ
た
オ
ペ
ラ
と
し
て
き
わ
め
て
意

義
深
い
作
品
で
す
。
１
９
０
３
年
に
初
演

さ
れ
て
か
ら
ほ
ぼ
百
年
後
の
今
年
、
こ
れ

ま
で
日
の
目
を
見
る
こ
と
の
無
か
っ
た
森

鴎
外
訳
の
幻
の
オ
ペ
ラ
と
し
て
、
９
月
に
、

初
演
と
同
じ
東
京
藝
術
大
学
で
公
演
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
森
鴎
外
は
ド
イ

ツ
留
学
中
こ
の
オ
ペ
ラ
を
鑑
賞
し
て
深
い

感
動
を
得
た
よ
う
で
、
膨
大
な
翻
訳
の
中

で
も
オ
ペ
ラ
の
翻
訳
は
こ
の
曲
の
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

公
演
は
東
京
藝
術
大
学
の
自
主
公
演
で
、

広
く
各
界
に
協
賛
を
呼
び
か
け
て
い
ま
し

た
が
、
わ
が
校
も
創
立
百
周
年
に
あ
た
り

「
臨
海
の
歌
」
を
通
じ
て
浅
か
ら
ぬ
因
縁

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
井
内
慶
次
郎
先
輩

（　

回
）に
会
長
を
お
願
い
し
て
い
る「
広

３２
島
大
学
附
属
中
・
高
等
学
校
創
立
百
周
年

記
念
事
業
実
行
本
部
」
名
で
協
賛
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

日
時：

平
成　

年
９
月　

日
�

１７

１９

　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
六
時
半
開
演

会
場：

東
京
藝
術
大
学
「
奏
楽
堂
」

「
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
」
に
て
入
場
券
販
売
中

　

創
立
百
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
で

は
「
感
謝
」
を
テ
ー
マ
の
一
つ
と
し
て
事

業
の
実
施
を
考
え
て
来
ま
し
た
。
こ
の

テ
ー
マ
を
具
体
化
し
た
事
業
と
し
て
、
日

本
を
代
表
す
る
国
際
的
指
揮
者
の
大
野
和

士
氏
の「
オ
ペ
ラ
・
レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
」
を
広
島
で
開
催
し
ま
す
。

　

オ
ペ
ラ
・
レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
は

大
野
氏
が
か
ね
て
か
ら
力
を
入
れ
て
い
る

青
少
年
の
情
操
教
育
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽

の
普
及
活
動
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。

　

大
野
氏
は
小
澤
征
爾
氏
に
次
ぐ
地
位
を

確
立
し
て
お
り
、
オ
ペ
ラ
に
関
す
る
生
き

字
引
の
よ
う
な
方
で
す
が
「
ピ
ア
ノ
」
と

「
し
ゃ
べ
く
り
」
の
名
人
で
も
あ
り
、
曲

の
解
説
、
裏
話
、
果
て
は
演
歌
の
メ
ロ

デ
ィ
ー
ま
で
交
え
て
、
ア
リ
ア
の
名
曲
を

聴
か
せ
て
貰
え
ま
す
。
オ
ペ
ラ
と
い
う
と

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
舞
台
装
置
や
衣
装
と
い

う
大
掛
か
り
な
も
の
を
想
像
し
ま
す
が
、

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
大
野
氏
の
ピ
ア
ノ

伴
奏
の
も
と
、
日
本
の
オ
ペ
ラ
界
を
代
表

す
る
４
人
が
歌
い
、
オ
ペ
ラ
や
ク
ラ
シ
ッ

ク
に
あ
ま
り
な
じ
み
の
な
い
方
も
気
軽
に

お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
大
野
氏
に
母
校
管
弦
楽
班
の
活

躍
を
お
話
し
た
と
こ
ろ
、
喜
ん
で
「
公
開

リ
ハ
ー
サ
ル
」（
練
習
指
導
）
の
実
施
に
同

意
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
生
徒
達
の

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
世
界
的
指
揮
者
の
指
導

で
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
く
か
、
専
門

家
、
愛
好
家
な
ら
ず
と
も
貴
重
な
体
験
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
詳
細
に
つ
い
て
は
調
整
中
で
す

が
、「
オ
ペ
ラ
・
レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
」
及
び
「
管
弦
楽
班
公
開
リ
ハ
ー
サ
ル
」

は
下
記
の
よ
う
な
要
項
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
参
照
下
さ
い
。

♪
オ
ペ
ラ
・
レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
♪

日
時：

平
成　

年　

月　

日
�

１７

１０

１０
午
後
六
時
開
演

会
場：

ア
ス
テ
ー
ル
プ
ラ
ザ
大
ホ
ー
ル

出
演
者：

　
　

解
説
・
伴
奏　
　
　
　

大
野　

和
士

　
　

ソ
プ
ラ
ノ　
　
　
　
　

木
下
美
穂
子

　
　

ソ
プ
ラ
ノ　
　
　
　
　

斉
藤　

紀
子

　
　

テ
ノ
ー
ル　
　
　
　
　

馬
場　
　

崇

　
　

バ
リ
ト
ン　
　
　
　
　

泉　
　

良
平

入
場
料：

無
料

　

詳
細
の
決
定
後
、
月
例
ア
カ
シ
ア
会
報

に
掲
載
、
ア
カ
シ
ア　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

１００

も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。お
問
い
合
わ
せ 
は
、

８
月
以
降
、
ア
カ
シ
ア
会
事
務
局

　

�０８２

�２５３

�５５８１

、
又
は

akashia100@
fsc.hiroshim

a-u.ac.jp

件
名
「
オ
ペ
ラ
・
レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
問
合
せ
」
ま
で
。

♪
管
弦
楽
班
公
開
リ
ハ
ー
サ
ル
♪

日
時：

平
成　

年　

月　

日
�

１７

１０

１０

　
　
　
　
　

午
前
十
時
半
か
ら
約
二
時
間

会
場：

南
区
民
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

入
場
料：

無
料

対
象：

母
校
管
弦
楽
班
班
員
、
母
校
生
徒
、

　
　
　

保
護
者
、教
職
員
、ア
カ
シ
ア
会
員

　

先
着
順
。
満
員
の
場
合
は
入
場
を
お
断

り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

大
野
和
士
（
お
お
の 
か
ず
し
）

　
　

１
９
６
０
年
生
ま
れ
。
東
京
芸
術

大
学
大
学
院
修
了
後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
歌
劇
場
で
腕
を
磨
く
。

　
　

１
９
８
７
年
ト
ス
カ
ニ
ー
ニ
国
際

指
揮
者
コ
ン
ク
ー
ル
優
勝
。
第
一
回

渡
邉
暁
雄
音
楽
基
金
音
楽
賞
、
第
一

回
斎
藤
秀
雄
メ
モ
リ
ア
ル
基
金
賞
ほ

か
受
賞
。

　
　

２
０
０
２
年
８
月
、
ベ
ル
ギ
ー
王

立
歌
劇
場
（
モ
ネ
劇
場
）
音
楽
監
督

に
就
任
。

　
　

今
回
は
、
王
立
歌
劇
場
管
弦
楽
団

を
率
い
て
９
月　

日
愛
知
万
博
フ
ィ

２３

ナ
ー
レ
公
演
を
皮
切
り
に
、
国
内
５

ケ
所
で
の
凱
旋
公
演
を
予
定
。

○管弦楽曲�
　♪ Ｒ・ワーグナー作曲�
　　　「ニュルンベルクのマイスタージンガー」より第１幕への前奏曲�
　♪ Ａ・シルヴェストリ作曲�
　　　映画「ヴァン・ヘルシング」より�
　♪ Ｐ．Ｉ．チャイコフスキー作曲�
　　　交響曲第４番�
○合唱曲�
　♪ Ｒ・ロジャース作　　北野　実編曲�
　　　「サウンド・オブ・ミュージック」合唱曲集より�
　♪ 被爆六十周年に捧げる　　保富康午作詞　　佐藤　眞作曲�
　　　レクイエム「眠れ幼き魂」（合唱班・コールアカシア合同演奏）�
○管弦楽・合唱  合同演奏�
　♪ Ｊ・シュトラウス２世作曲�
　　　ワルツ「美しく碧きドナウ」�
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東
京
藝
術
大
学 ・ 
森
鴎
外
訳
オ
ペ
ラ

　
 
「
オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
」公
演
へ
の
協
賛

撮影者：JOHAN JACOBS

市
民
公
開
行
事�

　
 
ア
カ
シ
ア　
１００

　
　
 
市
民
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム

8月１１日

　
 
ア
カ
シ
ア　
１００

　
「
広
島
大
学
附
属
中 ・ 
高
等
学
校

　
　
　
　
　

第　

回
定
期
演
奏
会
」

２９

8月１３日
演奏曲目（順不同）

　
 
ア
カ
シ
ア　
１００

　
  
大
野
和
士
の

　
　
  
レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

１０月１０日
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編
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責
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広
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甲
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４
月　

日
か
ら
３
日
間
か
け
て
行
わ
れ

１５

た
記
念
行
事
の
数
々
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

い
ず
れ
も
成
功
裏
に
終
了
し
ま
し
た
。
ま

だ
８
月
以
降
の
市
民
公
開
行
事
を
残
し
て

は
い
ま
す
が
、
感
激
が
さ
め
や
ら
ぬ
今
の

う
ち
に
、
各
行
事
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

瀬
戸
内
海
汽
船
「
銀
河
」

　

夕
暮
れ
の
宇
品
港
か
ら
総
勢　

名
が

１９７

「
銀
河
」
に
乗
り
込
み
、
百
周
年
記
念
行

事
の
前
夜
祭
は
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
宮

島
沖
で
船
は
５
分
間
停
泊
、
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
さ
れ
た
大
鳥
居
の
美
し
か
っ
た
こ
と
。

　

も
う
一
つ
の
お
楽
し
み
は
仲
マ
サ
コ
さ

ん
（　

回
）
の
「
シ
ャ
ン
ソ
ン
の
夕
べ
」。

４５

船
上
で
聴
く
シ
ャ
ン
ソ
ン
。
優
雅
で
素
敵

な
ひ
と
と
き
で
し
た
。

　
　
　
　
　

広
大
附
属
中
・
高
等
学
校
内

　

創
立
百
周
年
記
念
式
典
に
先
立
ち
、
広

島
大
学
附
属
中
・
高
等
学
校
内
正
門
南
側

緑
地
で
は
、
原
爆
死
没
者
・
戦
没
者
慰
霊

碑
の
除
幕
式
お
よ
び
慰
霊
祭
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
出
席
者
は
ご
遺
族
、
教
職
員
、

生
徒
な
ど
約　

名
。

１００

　

在
校
生
の
岡
村
翔
太
君
が
「
先
人
の
歴

史
か
ら
得
た
教
訓
を
も
と
に
本
当
に
大
切

な
も
の
を
慎
重
に
見
極
め
な
が
ら
、
こ
れ

以
上
、
戦

争
の
犠
牲

者
が
出
な

い
よ
う
に

努
力
し
て

い
き
た

い
」
と
力

強
く
誓
い

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
島
国
際
会
議
場

　

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ル
い
っ
ぱ
い
の
生

徒
、
元
・
現
教
官
、
ア
カ
シ
ア
会
員
が
、

管
弦
楽
班
の
伴
奏
で「
開
校
記
念
日
の
歌
」

を
歌
い
な
が
ら
式
典
は
始
ま
り
ま
し
た
。

景
山
三
平
校
長
の
挨
拶
、
牟
田
泰
三
広
島

大
学
学
長
の
祝
辞
、
石
井
泰
行
ア
カ
シ
ア

会
会
長
か
ら
景
山
校
長
へ
の
寄
付
金
贈
呈
、

初
代
主
事
・
長
谷
川
乙
彦
像
除
幕
と
感
謝

状
贈
呈
、「
創
立
百
年
史
」
の
披
露
と
感
謝

状
贈
呈
と
式
は
厳
か
に
進
行
し
て
い
き
ま

し
た
。

　

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
、
在
校
生
に
よ
る

「
過
去
か
ら
未
来
へ
」
と
題
し
た
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。
生
徒
が
し
っ
か
り

し
た
考
え
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
、
Ｏ
Ｂ

た
ち
は
、
感
心
す
る
こ
と
し
き
り
で
し
た
。

舞
台
か
ら
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の
合
唱
団
員

が
歌
う
「
美
し
く
碧
き
ド
ナ
ウ
」
は
場
内

に
美
し
く
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
に
続
い
て
開
催
さ
れ
た
祝
賀

会
は
参
加
希
望
者
が
多
く
、
二
つ
の
会
場

に
分
け
る
と
い
う
盛
大
な
も
の
と
な
り
ま

し
た
。「
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
祝
い
の
舞
」で
は

花
柳
寿
魁
俚
さ
ん
（　

回
）
が
見
事
な
舞

５４

を
披
露
。
石
井
泰
行
ア
カ
シ
ア
会
会
長
の

挨
拶
、
鏡
割
り
、
乾
杯
と
続
い
た
後
は
、

賑
や
か
に
歓
談
。
最
後
に
全
員
で
校
歌
を

斉
唱
し
て
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
島
国
際
会
議
場

　

当
初
、
創
立
百
周
年
記
念
事
業
実
行
委

員
長
だ
っ
た
故
・
島
健
氏
（　

回
・
２
０

４９

０
４
年
３
月
死
去
）
の
「
ア
カ
シ
ア
を
百

年
間
温
か
く
育
ん
で
く
だ
さ
っ
た
市
民
の

皆
さ
ま
に
、
お
返
し
を
し
た
い
」
と
い
う

発
案
が
き
っ
か
け
で
、
市
民
健
康
フ
ォ
ー

ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
は
約　

名
の
聴
講
者
で
埋
め
尽
く

５００

さ
れ
、
司
会
は
大
下
容
子
さ
ん
（　

回
・

７９

テ
レ
ビ
朝
日
）
が
務
め
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
「《
脳
・
心
疾
患
》
の
原
因
・

治
療
・
予
防
」。
基
調
講
演
を
さ
れ
た
の
は
、

島
氏
の
長
年
の
ご
友
人
で
あ
る
山
口
武
典

日
本
脳
卒
中
協
会
会
長
。
続
く
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
は
ア
カ
シ
ア
会
員
に
よ
る
も
の
で
、

座
長
は
藤
村
欣
吾
氏
（　

回
・
広
島
大
学

５０

大
学
院
）
と
栗
栖
薫
氏
（　

回
・
広
島
大

６４

学
大
学
院
）
に
、
講
演
と
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
は
山
根
冠
児
氏
（　

回
・
中
国
労

５９

災
病
院
）、
光
藤
和
明
氏
（　

回
・
倉
敷
中

５７

央
病
院
）、
伊
藤
千
賀
子
氏
（　

回
・
広
島

４８

原
爆
障
害
対
策
協
議
会
健
康
管
理
・
増
進

セ
ン
タ
ー
）
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
も
わ
か
り
や
す
く
説
得
力
も
あ

り
、
島
氏
の
ご
遺
志
を
少
し
で
も
実
現
で

き
た
の
で
は
と
、
実
行
委
員
一
同
、
感
無

量
で
し
た
。

メ
ル
パ
ル
ク
広
島

　
　

回
生
か
ら　

回
生
ま
で
、
総
勢　

人

３５

７０

１００

が
集
合
し
ま
し
た
。
会
場
で
同
期
会
を
し

た　

回
・　

回
・　

回
生
は
も
ち
ろ
ん
、

３５

５１

５４

同
期
と
誘
い
合
っ
て
集
っ
た
み
ん
な
で
飲

み
食
い
喋
り
、
熱
気
に
溢
れ
た
会
場
い
っ

ぱ
い
の
笑
顔
、
笑
顔
、
笑
顔
。
ミ
ニ
同
期

会
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。

　

最
後
は
大
き
な
輪
に
な
っ
て
校
歌
を
歌

い
、エ
ー
ル
を
切
っ
て
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

鷹
の
巣
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

　

当
日
は
百
周
年
を
祝
う
か
の
よ
う
な
快

晴
で
し
た
。　

回
の
平
城
弘
通
氏
か
ら　

２９

８７

回
の
青
木
芳
允
氏
ま
で
参
加
者　

名
。
ま

９５

た
、
プ
レ
ー
は
せ
ず
裏
方
と
し
て
お
世
話

に
専
念
さ
れ
た
会
員
も
多
数
お
ら
れ
、
ま

さ
に
ア
カ
シ
ア
会
全
体
で
盛
り
上
が
っ
た

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
と
な
り
ま
し
た
。

　

競
技
は
Ｗ
ペ
リ
ア
方
式
で
行
わ
れ
、
優

勝
は
田
妻
進
氏
（　

回
）。　

回
以
前
の

６４

４４

方
々
で
争
わ
れ
た
グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア
は
原

田
洋
實
氏
（　

回
）、
レ
デ
ィ
ー
ス
は
河
村

４４

三
枝
さ
ん
（　

回
）、
卒
業
回
数
別
の
団
体

６６

戦
は　

回
６３

チ
ー
ム
が

優
勝
さ
れ

ま
し
た
。

ち
な
み
に

ベ
ス
ト
グ

ロ
ス
は
、

た
だ
一
人

　

台
で
回

７０ら
れ
た
野

村
尊
教
氏

（　

回
）。

５０
さ
す
が
で

す
ね
！

　
　
　
　
　
　
　
　

原
爆
ド
ー
ム
と
宮
島

　

世
界
遺
産
が
広
島
に
二
つ
あ
る
こ
と
は

知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
航
路
で
繋
が
っ
て

い
る
と
は
…
。
こ
の
す
ば
ら
し
い
ツ
ア
ー

に
参
加
し
た
の
は　

名
。
原
爆
ド
ー
ム
前

３２

で
記
念
撮
影
を
し
た
後
、
宮
島
へ
向
け
て

出
航
で
す
。

　

宮
島
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
さ
ん

に
付
い
て
い
た
だ
い
て
の
観
光
。
説
明
付

き
で
見
る
宮
島
は
一
味
違
っ
て
み
え
ま
し

た
。
圧
巻
だ
っ
た
の
は
、
百
周
年
記
念
舞

楽
の
奉
納
。
ア
カ
シ
ア
会
の
た
め
に
舞
っ

て
い
た
だ
い
た
の
で
す
。
貴
重
な
体
験
で

し
た
。

広
島
ビ
ッ
グ
ア
ー
チ

「
地
域
貢
献
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
小
学

生
を
対
象
に
し
た「
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
」

と
「
三
校
（
国
泰
寺
・
修
道
・
附
属
）
対

抗
サ
ッ
カ
ー
Ｏ
Ｂ
戦
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

開
会
前
に
Ｕ
�　

日
本
代
表
の
サ
ン
フ

２０

レ
ッ
チ
ェ
広
島
・
吉
弘
充
志
選
手
と
記
念

撮
影
。
小
城
得
達
氏
（　

回
）
の
開
会
挨

５１

拶
後
、
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
コ
ー
チ
陣
の
指

導
の
下
で
、
８
人
制
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し

た
。
子

ど
も
た

ち
は
前

日

Ｊ

リ
ー
グ

公
式
戦

で
使
用

さ
れ
た

ば
か
り

の
ピ
ッ

チ
で
、

思

い

切
っ
た

ス
ラ
イ

デ
ィ
ン

グ
。
後

日
、
引

率
の
指

導
者
か

ら
、
お

礼

の

メ
ー
ル

や
電
話

が
た
く

さ
ん
届

き
ま
し

た
。

　

対
抗
戦
は
国
泰
寺　

名
、
修
道　

名
、

２５

２５

ア
カ
シ
ア　

名
の
往
年
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
が

５５

集
ま
り
、
総
当
り
で　

分
ゲ
ー
ム
を
２
本

２０

ず
つ
行
い
ま
し
た
。
ア
カ
シ
ア
は
木
原
洋

二
氏
（　

回
）
と
西
原
清
晃
氏
（　

回
）

５１

６７

の
得
点
に
よ
り
、
修
道
と
の
二
校
優
勝
。

世
代
を
超
え
、
楽
し
く
交
流
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

創
立
百
周
年
記
念
式
典 ・ 
祝
賀
会

4月１６日

　

瀬
戸
内
海
ク
ル
ー
ズ

4月１５日

　
  
ア
カ
シ
ア　
１００

　
　
　
 
市
民
健
康
フ
ォ
ー
ラ
ム

4月１６日

  
創
立
百
周
年
記
念
行
事
の
報
告

　
 
原
爆
死
没
者
・
戦
没
者
慰
霊
碑
除
幕
式

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
お
よ
び
慰
霊
祭

4月１６日

　

オ
ー
プ
ン
ク
ラ
ス
会

4月１６日

　

二
大
世
界
遺
産
ツ
ア
ー

4月１７日

　
  
ア
カ
シ
ア　
１００

　
　
　
 　
　

記
念
ゴ
ル
フ
大
会

4月１７日

　
  
ア
カ
シ
ア　
１００

　
　
　
    
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
タ

4月１７日


